
偶発的な印刷むらと間違うような形態ですが、こ

れも定常変種です。青色が濃くなっている中に、

泡立つように小さな点が散らばっているところが

特徴です。この時代の切手にしては大きな変種で、

一般には見かけない実用版に属していることもあ

り、非常に貴重な存在です。

白抜きをリタッチしたような変種で、リタッチの

種類もいくつか報告されています。カラーマーク

（下）の有無両方を揃えることが可能です。

定常変種のボストークコレクション（２１）

細かな定常変種が数多く報告されています。紹介

する変種は「本」の近くに緑点があり、比較的分

かりやすいものです。発行初期の実用版に存在し

ます。
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